
明
治
時
代
に
「
学
門
の
す
す
め
」

に
書
い
て
あ
る
。

「
お
よ
そ
世
の
中
に
、
何
が
上
手

い
商
売
か
と
い
っ
て
、
税
金
を
払
っ

て
政
府
の
保
護
を
買
う
ほ
ど
安
い

も
の
は
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、

今
の
時
代
は
本
当
に
そ
う
な
の
で

し
ょ
う
か
。

強
い
国
に
、
に
や
け
へ
つ
ら
い
、

子
供
を
放
射
能
の
人
体
実
験
の
モ

ル
モ
ッ
ト
で
、
財
務
省
が
消
費
税

を
上
げ
、
さ
ら
に
電
力
料
の
値
上

げ
と
確
実
に
国
民
の
生
活
を
破
壊

し
、
鬼
か
狂
気
と
化
す
民
主
党
政

府
。
こ
ん
な
国
に
誰
が
し
た
。

政
府
が
役
割
を
逸
脱
し
、

暴
政
を
行
う
時
が
あ
る
。

こ
の
時
人
民
が
取
る
べ
き

行
動
は
三
つ
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
信
念
を
曲

げ
て
政
府
に
従
う
か
、
力

を
持
っ
て
敵
対
す
る
か
、

身
を
犠
牲
に
し
て
正
義
を

守
る
か
、
こ
の
三
ケ
条
だ
。

最
初
の
、
「
信
念
を
曲

げ
て
政
府
に
従
う
」
の
は

大
変
良
く
な
い
。

人
民
は
、
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と

を
畏
れ
、
結
局
「
犬
の
糞
で
か
た

き
」
を
取
る
事
と
な
り
卑
劣
だ
。

二
番
の
「
力
を
持
っ
て
敵
対
す

る
」
は
、
必
ず
仲
間
が
必
要
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
内
乱
で
あ
り
決

し
て
上
策
で
は
な
い
。
人
心
は
残

忍
に
な
り
、
獣
の
よ
う
な
行
為
を

し
な
が
ら
、
天
下
の
人
情
を
厚
く

し
よ
う
と
す
る
、
つ
じ
つ
ま
が
合

わ
な
い
。

三
番
の
「
身
を
犠
牲
に
し
て
正

義
を
守
る
」
は
、
天
の
道
理
を
信

じ
て
疑
わ
ず
守
り
、
ど
ん
な
過
酷

な
法
で
苦
し
め
ら
れ
よ
う
と
も
、

暴
力
を
使
わ
ず
道
理
を
政
府
に
訴

え
る
こ
と
が
、
こ
の
策
が
上
策
の

上
と
す
る
。

敵
対
す
れ
ば
、
必
ず
怒
る
。
役

人
も
同
じ
国
民
、
身
を
犠
牲
に
し

て
静
か
に
道
理
を
説
く
者
に
、
同

情
す
る
心
、
過
ち
を
悔
い
あ
ま
り

強
く
出
れ
な
い
。

民
事
裁
判
に
し
ろ
、
政
権
争
い

に
し
ろ
、
仇
討
ち
に
し
ろ
、
自
殺

に
し
ろ
、
文
明
の
目
的
に
沿
っ
て
、

社
会
全
体
に
安
全
と
繁
栄
を
も
た

ら
し
、
文
明
に
貢
献
す
る
か
で
決

め
る
べ
き

で
あ
る
。

私
が
見
た
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
で
、
大

好
き
な
の
が
「
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
」
と

「
街
の
灯
」
「
モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
」
、
愛

の
映
画
で
す
。

ど
の
映
画
も
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
強

く
胸
を
打
ち
涙
を
誘
う
。

「モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
」で
最
後
に
流
れ

る
名
曲
「
ス
マ
イ
ル
」
を
作

曲
、
今
で
も
多
く
の
歌
手

に
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
絶
品
は
09
年
（50
歳
）で
亡

く
な
っ
た
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
で
す
。

彼
の
歌
を
聴
く
と
、
マ
イ
ケ
ル
の
優

し
さ
に
吸
い
込
ま
れ
、
涙
を
流
す

ほ
ど
で
す
。

「ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
」は
52
年
に
イ
ギ

リ
ス
で
公
開
の
ア
メ
リ
カ
映
画
。
ス

ト
ー
リ
ー
は
中
年
道
化
師
の
恋
。

美
し
き
バ
レ
リ
ー
ナ
に
よ
せ
る
心
を

秘
め
、
舞
台
に
散
っ
た
道
化
の
恋

…

劇
場
の
裾
で
息
を
引
き
取
る

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
、
い
つ
も
泣
か
さ
れ

る
。そ

し
て
「カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」は
、
遡
る

こ
と
10
年
前
の
42
年
に
公
開
さ
れ

た
反
ナ
チ
の
ア
メ
リ
カ
映
画
。
カ
サ

ブ
ラ
ン
カ
（
フ
ラ
ン
ス
領
モ
ロ
ッ
コ
）
で

酒
場
を
経
営
す
る
リ
ッ
ク
（
ハ
ン
フ

リ
ー
ボ
ガ
ー
ド
）。
彼
は
昔
の
恋
人
、

エ
ル
ザ
（イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・バ
ー
グ
マ
ン
）

に
再
会
す
る
が
、
彼
女
に
は
反
ナ

チ
運
動
を
指
導
す
る
夫
が
い
た
。
エ

ル
ザ
に
裏
切
ら
れ
な
が
ら
も
、
い
ま

だ
に
彼
女
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来

な
い
リ
ッ
ク
。
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
ナ
チ

の
目
を
盗
ん
で
2
枚
し
か
な
い
航

空
券
に
3
人
の
乗
客
。
そ
の
時
リ
ッ

ク
は
二
人
を
無
事
、
ア
メ
リ
カ
へ
脱

出
さ
せ
る
。
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス

の
金
字
塔
で
す
。

酒
場
の
「時
の
過
ぎ
ゆ
く

ま
ま
に
」の
名
曲
と
、
「そ
ん
な
昔
の

こ
と
は
忘
れ
た
、
そ
ん
な
先
の
こ
と

は
わ
か
ら
な
い
。
」の
台
詞
が
有
名
。

い
ず
れ
も
味
わ

い
深
い
モ
ノ
ト
ー

ン
映
画
で
す
。
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